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１、活動内容

• 2010年5月に設立し、2011年9月にNPO法人化しました。

• M2M・IoTの技術交流と人材育成を主活動としてきています。

• 本部：神奈川県藤沢市藤沢388 富士ビル本館5F-6
(株)バレイキャンパスジャパン内

関西部会：大阪市中央区北浜2-6-18 淀屋橋スクエア11F
日本マイクロシステムズ(株)内

• 個人会員150名、賛助会員１５社

<５つの専門部会と関西部会>

• ビジネス応用専門部会：ビジネス情報の交流

• 技術専門部会：調査・開発、技術情報交流、セミナー開催

• 教育専門部会：教育活動

• 学術専門部会：学術情報調査、社会人の学術論文作成支援

• 国際専門部会：国際交流

＊関西部会：関西地区の企業間交流、技術・教育交流
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ＮＰＯ法人M2M・IoT研究会の活動の構図

＜イベントとしての活動＞

セミナー
•講演会
•研究会からの提言

シンポジウム
•専門分野の交流
•研究会からの提言

ＩoT/AIの教育手
法の提案と実践
評価

講演会 企業見学会

•本部

•関西
部会

*主な調査研究の項目

•５Gのしくみと応用 ・FAにおけるIT
•第4次産業革命とDX ・デジタルツイン
・Society5.0 for SDGs ・セキュリティ
・VR/AR/MR ・産業用ソフトウェア
・MaaS ・スマート農業等

活動成果の公開

・IoT教育手法
・AI教育手法
・プロトタイプ
＊調査研究(現
状と課題)

活動内容

• 開発手法、プロトタイプの開発
• 新技術の調査研究
• 情報交流、人材育成企画
• 社会人熟達技術者の論文作
成と博士学位取得支援

社会人博士
の輩出

成
果
の
活
用

•企業、社会活動
•大学人として教
育活動

＜M2M・IoT研究会の活動内容
＞
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１．情報交流により、新しい情報を取り
入れ、課題を発掘する。

３．やってみないとわからない課題に
ついては方式・プロトタイプ開発,検証

２．特定テーマに関する調査研究の実施

４．人材育成の実践
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活動指針と実践

・セミナー,シンポジウムの開催

・調査研究結果の開示
・賛助会員へのプレゼン
・学会等への発表

・ＩoＴ構築による教育
・実習型AI教育法の開発と
実践評価

・主に企業,技術者,新人教育
・大学ゼミでの学生教育

＜活動指針＞ ＜実践＞

・社会人の博士学位取得支援
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実践例：高専生・大学生・企業技術者のIoT開発発表

教育専門部会のセミナー開催状況

2011年度
(2011/4/23)

こども教育宝仙
大学

2012年度
(2012/4/21)

東海大学
高輪ｷｬﾝﾊﾟｽ

2013年度
(2013/4/27)

サレジオ工業
高等専門学校

2014年度
(2014/4/19)

芝浦工業大学
大宮ｷｬﾝﾊﾟｽ

2015年度
(2015/4/18)

東京電機大学
東京千住ｷｬﾝﾊﾟｽ

第1回 第2回 第3回

第4回 第5回

59名 7件

開催日

開催場所

参加人数
発表件数

開催日

開催場所

参加人数
発表件数

73名 9件

128名 15件

109名 10件

148名 15件

2016年度
(2016/7/9)

東京大学
先端科学技術
研究センター

第6回

200名 24件

©M2M・IoT研究会

高専生
ＩｏＴ構築
コンテスト
へ反映
（総務省）
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実践例：IoTプロトタイプの分野非依存構築法開発と実践評価
ー文系学生(2014年から現在も)、企業新人(2017年)のケースー

アクチュ
エータ

センサー デバイス
コント
ローラ

エリア
通信

インター
ネット

データ分析・AI

処理・制御

デバイス技術 システム技術 応用技術

「モノ」
機器、設備、
フィールド
生き物

ゲート
ウェイ

クラウド
接続

アイデア創出

既存ソフトウェア活用

既存ソフトウェア修正

新規ソフトウェア作成

接続方法

機能

構造

接続方法技術要素の
３段階化 機能

構造

モジュール化（部品化）

アプリ
ケー
ション
仕様

プロトタイプの構成
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接続方法 接続方法

ｱﾌﾟﾘ
ｹｰｼｮ
ﾝ仕様

新規ｿﾌﾄｳｪｱ作成

※モジュールの組み合わせで構築する．
©M2M・IoT研究会



プロトタイプ構築学習の流れ

2018/12/29 7

クラウド
データ処理

ゲートウェイ
（パソコン）

センサー
温度、照度

アクチュエータ
ブザー、LED

IoTデバイスの構築
②センサ，アクチュエータの配線，Arduinoとの接続
③Arduino上のプログラミング

Arduino ブレッドボード

LED
ブザー

温度センサ

照度センサ

①学生のIoT応用イメージ
（専門分野のイメージ）

インターネット

④無線（ZigBee)接続設定

⑦構築による応用アイデア創出学生

⑤ IoTゲートウェイの設定

⑥クラウド設定

自分のスマホ
でデータ確認
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実践例：中小企業組合のIoTプロトタイプ構築学習(2017年)

ー水耕栽培装置を研修会場に持ち込み(2017年)ー
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センサー
＋

フルカラー
LED

ﾏｲｺﾝ
（Arduino)

クラウド
サービス

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

R
G
B

遠隔からのモニタリ
ング、異常検知

温湿度、カラーセンサ
LED色制御

IoTデバイス ゲートウェイ クラウド

Internet

ZigBee
Bluetooth

など
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実践例：農業IoTシンポジウム開催(2018年)

＜趣旨＞ ・農業IoT技術交流, 事例紹介
・農業IoT教育カリキュラムの提言

＜開催＞ 第1回2018/2/24 東京大学 弥生講堂アネックス

＜発表テーマ＞
•農業用ロボット/センサ/通信技術
•スマート水田
•高段ベッド培地の保水性,潅水制御
•ぶどう園の害鳥対策ドローン
•アグリガール/IoTデザインガール
•農業IoT教育カリキュラムの提言

拡大シンポ開催

• 事例拡大

• 教育カリキュラム成果

• 海外からの発表者

•農業IoT教育カリキュラムの実践
•農業ドローンの開発展開

今後の検討
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２、IoTの進展
ーAI, 5G等との融合による応用分野の拡大 ー

©M2M・IoT研究会
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処理

（１） データ：人主体からモノ主体へ

（２） 応用分野の拡大と新技術

・人の発声, 動作

・人の行動データ源：

・モノの形状, 状態

動き, 移動

高速通信基盤

（５G）
・AI分析

・最適化計算

・シミュレーション

・デジタルツイン

データ転送

＜Physical＞ ＜Cyber＞CPS

アクチュエータ
制御

・スマート工場 ・スマートシティ

・スマート農業 ・物流/流通の革新

・自動運転 ・MaaS

他

＜新技術, 新システム＞

・AI ・５G

・xR ・半導体

・第4次産業革命の技術

・自動運転 ・セキュリティ

・ロボット 他

データ転送



IoT進展の背景にある第4次産業革命の特質
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第4次

産業革命

第3次

産業革命

第2次

産業革命

第1次

産業革命

18世紀末 20世紀初頭 20世紀後半 2015~

• 蒸気機関

• 石炭エネルギー

•英国

• 電気エネルギー

• ベルトコンベア
大量生産
T型フォード車

•米国

• コンピュータに
よる生産自動化

• JIT, カイゼン

•日本
(メイドイン
ジャパン)

• IoTによる
産業革命

• 独国政府、シーメ
ンス、SAP社など

・基本はＣＰＳ
(Cyber Physical
System)

3つの特長
①デジタルツイン
②マス・カストマイズ
③つながる工業

©M2M・IoT研究会
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３、実習型AI学習法開発へのトライ 科研費P19K03151

①いま、沢山のAI技術者の育成が求められている。非IT系学生、
企業：ＩＴ系技術者に限らず、非ＩＴ系技術者も対象。
大学：全ての理工系の学生以外に、文系の学生も１部対象。

②全ての専門技術者がＡＩを習得して専門分野に活かし、新しい競合
力、価値を向上する為のAI教育新時代が到来したと考える。
③これらに対応し実習型AI学習法の開発、実践評価を進めています。

<3層> AI研究者: 大学,研究所

<2層> AI開発構築者：非IT系含む企
業技術者、学生

<1層>AI利活用者：営業スタッフ
企業AI入門者
AI入門学生

@M2M・IoT研究会

<実習型AI学習法>

教材プロトタイプ学習

応用事例から入るAI基
礎学習

AIニーズ創出法

応用プロトタイプ構築実習



目標

•応用プロト
タイプ構築
習得

•AI基礎習
得

•AIニーズ
創出法習得

学習対象者

実習型AI学習法の学習メニュー
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教材プロトタイプ学習

•教材プロトタイプ学習
（基礎編，応用編）技術者

AI入門
技術者,学生

営業スタッフ
AI基礎学習

•基礎学習のみ

AIニーズ創出法の実習

•UX（ユーザ経験）の活用
•典型的仮想ユーザ（ペル
ソナ）の満足度の実現策

AI基礎学習

•基礎学習
•教材プロトタイプ1部
学習

応用プロトタイプ構築

•応用プロトタイプ構築

©M2M・IoT研究会



機器

@M2M・IoT研究会 14

ディープラーニングの応用プロトタイプ構築実習テーマ例

<画像処理による工場稼働の監視と部品形状検査システム>

機器 機器

出荷

Line

部品検査

部品加工 組立て 検査

カメラ ①工場ライン異常検知画像処理

②部品の形状異常検知画像処理

Line-1

Line-2

工場

① 移転データ(製品の流れの時間おくれの判定)の画像分析
② 製品形状画像処理:転移学習の応用：4面の角の形状良否判定

稼働
データ

部品
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４、調査研究活動からシンポジウム開催へ

・第一陣はここから

・オンライン/会場併用

◎会員の皆さんとの
交流の場としたい

・5Gの仕組みと応用アイデア

・ＦＡの工場機器とＩＴシステム

・セキュリティの現状と課題

・xRの現状と応用例

・MaaS

・第4次産業革命と日本の製造業

・デジタルツイン

・産業用ソフトウェアの人材育成

・Society5.0へのIoT/AIのミッション

<調査研究対象テーマ＞ <シンポジウム開催＞

©M2M・IoT研究会



産業向けソフトウェア技術の重要性と人材育成

©M2M・IoT研究会 16

機器 ・最適化シミュレーション

・デジタルツイン

・AI機能

機器

SWHW
AI

機能
SWHW

AI

機能

工場, 施設 Cloud

産業向け

ソフトウェア

技術

・モデリング

・シミュレーション

・最適化技術

・組み込みソフトウェア ・セキュリティ

・デジタルツイン技術

・クラウド活用技術

・アジャイル開発技術

・クラウドネイティブ

人材育成策の骨子

・実習型研修

・中核チームの編成

から

全体への指導
支援体制

＜産業用ソフトウェアの役割＞
・ソフトウェア機能充実によるディジタル化
・高度ソフトウェアによるDX化

SW

HW

SW

HW

エッジ

計算機

GW

既存SW

・ERP ・SCM ・PLM
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５、社会人の博士学位取得支援活動
ー特に熟達技術者に対してー

©M2M・IoT研究会

・熟達技術者とは：現業部門で製品開発設計をしてき
た技術者。第一線をリタイアした技術者も対象。
技術蓄積あり、技術雑誌投稿あり, 特許出願有。
しかし,学会の学術論文作成経験なし。学会とは疎遠

•熟達技術者が保有技術を発展させて博士学位を取得
して、新たな活躍をすることは,本人,社会によっても
有意義であり,健康寿命延伸の時代にも合っている。

当研究会では,これを実現すべく効果的な
手法を開発し,実践してきている。



１、技術経験から研究課題/論文
テーマの発掘手法

•過去の技術経験から素材の絞
り込み
２、プロトタイプ構築と検証手法
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社会人博士学位取得支援
に効果的と考える手法の開発内容

＜Dr.取得実績＞ 2011～2019年：13名 (2020年進行中：12名)
・取得した大学：東京大1名、東北大1、九州大2、東京電機大9

３、学術論文の書き方
・筋書き、シナリオ作り
・提案の明確化
・新規性・有効性の主張
・データ収集とその評価
・提案vs 〇、Ｘ、△：なぜ、どうする

・わかり易さ、読みやすさ
・査読結果対応法

<解説>Ｄｒ.取得プロセス
<アドバイス>Dr.論文の書き方

IｏTの場合、センサー,ネットワーク,
アルゴリズム

①絞り込んだ課題

②新技術基盤とのマッチング

③プロトタイプ構築によるアルゴリズ
ムの実装，データによる検証

©M2M・IoT研究会
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６、まとめ

１、NPO法人M2M・IoT研究会活動内容と指針を紹介し、10年間の
主な実践内容と今後の取り組みについて報告しました。

２、IoTは、AIや５Ｇ等の新技術と融合して、大きく進展していくと考え
ています。
(1)ＡIに関しては、中間層にはプロトタイプ構築ができる構築法、
営業スタッフを主対象とする人達には「事例から学ぶＡＩ基礎学
習法」の開発を進め、現在、実践評価を始めております。

(2)５Ｇやデジタルツイン等のＤＸ系の新規登場テーマには調査研
究を進め、シンポジウム等で皆さんと交流を深めて行きます。

３、人材育成に関し、重視されにくい「産業向けソフトウェア技術者の
育成策の提言」を継続的に進めて行きます。今回、社会人博士学
位取得支援に触れました。関心のある方のトライを勧めます。

<ご清聴ありがとうございました>
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